
2年技術・家庭科（家庭分野）　学習指導案

１　題材の概要
題材名　お手軽サヴァ缶クッキングに挑戦 ～おいしさの探究～　  対象　  ２年蘭組（27名）
授業日　2022年6月21日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　有友愛子

目標 評価規準 評価資料

知識
技能

材料に適した加熱調理の仕方について理
解しているとともに、基礎的な日常食の
調理が適切にできる。

材料に適した加熱調理の仕方について根拠
を関連付けて理解し、調理に取り組んでい
る。

行動観察
期末テスト

思考
判断
表現

加熱による食材の変化について、プログ
ラミングトースターによる加熱実験や調
理実習などの実践結果をもとに考察した
ことを論理的に表現することができる。

自分が目指すおいしさのイメージを具体的
に持ち、実験や調理実習の結果を加熱によ
る食材の変化とその根拠を関連付けて表現
している。

実験レポー
ト
レシピカー
ド

主体的に
学習に取
り組む態
度

「お手軽サヴァ缶クッキング」の調理実
習や家庭での調理実践において、おいし
さを探究する調理条件を意識してレシピ
を工夫することができる。

食材の変化とその根拠を意識して調理実践
に取り組み、おいしさを探究する調理条件
を意識してレシピを工夫・創造し、実践し
ようとしている。

レシピカー
ド
振り返り



２　題材の展開

１
２

・食べ物のおいしさの定義を確認する。
・プログラミングトースターによる加熱実験によ

り、おいしさを探究する調理条件を探す。
・おいしさを探究する調理条件をもとに「お手軽サ

ヴァ缶クッキング」のレシピを考える。

３
・おいしさを探究する調理条件の根拠を調べる。
・「お手軽サヴァ缶クッキング」の調理場面での着

目ポイント（加熱による食材の変化）を考える。

５
６

・「調理実習：お手軽サヴァ缶クッキング」に取り
組み、レシピを再考する。

夏休み ・家庭での「お手軽サヴァ缶クッキング」調理実践
に取り組む。

７ ・家庭での取り組みを共有する。

＋α
・これまでの実践を他学年、学校外の方と共有す

る。
　→１年生後期の学習活動

1. 食べ物のおいしさの定義を確認しながら、
プログラミングトースターによる加熱実験
での調理条件探しの様子を振り返る。（7
分）

2. 加熱実験の様子を振り返りながら、「おい
しさを探究するための調理条件とその理
由」を調べ、整理する。（20分）

3. 2で調べた内容を全体で共有する。（10
分）

4. 「お手軽サヴァ缶クッキング」の調理場面
での着目ポイント（加熱による食材の変化）
を考える。（10分）

5. 4で調べた内容を全体で共有する。（7分）

題材の流れ（全７時間） 本時（３／７時）の流れ



家庭科研究授業での、創造的活動×創造的思考×教科の見方・考え方

①創造的活動

「お手軽サヴァ缶クッキング」の家庭

での調理実践に取り組み、お茶中レ

シピプログラムに繋げる。

②創造的思考

【加熱による食材の変化】

　どんな変化が起きるかな？

【根拠と関連付ける】

　変化の根拠は？

③家庭科による見方・考え方

「健康・快適・安全」の視点に重点を

おき、生活の科学的な理解を深める

ための実践的・体験的な活動の充

実を図る。





おいしさの探究×お茶中レシピプログラムの開発

ダウンロードで便利なくらし、アップロードで創造的なくら
し
生活の科学的な理解を深めることで、創造を深めること
ができる。

創造的活動×創造的思考×教科の見方・考え方 

レシピプログラムの交流

2022.6.13  1年技術  Panasonic高田和豊さん特別講義資料



★20年後の家を創造する

　

スマートホームで主に使われる技術

Iot（Internet of Things：モノのインターネット）や AI（Artificial Intelligence：人工知能）

未来の生活を家庭科を通して考え、創造する

・調理を通して科学的知識を使う

・消費生活から環境問題へのつながりを考える

・住むということからまちづくりを考える

スマートホーム

デジタル技術を使って、便利で、快適で、安全に暮らせるようになるための住
宅システム。

★教科「家庭科」の可能性

岩波ジュニア新書『AIの時代を生きる 未来をデザインする創造力と共感力』美馬のゆり


